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6 2016（平成28年）

　遺留分の特例は、中小企業の事業承継円滑化のため、事業後継
者が遺留分権利者全員と合意することにより、生前贈与株式等を
遺留分の対象外とすること等を規定した民法の特例制度ですが、
対象が親族内承継に限定されていたことから、より活用するため
本年4月1日からは対象を親族外承継にも拡充しています。

親族外承継にも拡充された遺留分の特例

6月の税務と労務6月 （水無月）JUNE
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国　税／ 5月分源泉所得税の納付 
 6月10日

国　税／ 所得税の予定納税額の通知 
 6月15日

国　税／ 4月決算法人の確定申告（法
人税・消費税等） 6月30日

国　税／ 10月決算法人の中間申告 
 6月30日

国　税／ 7月、10月、1月決算法人の消
費税等の中間申告（年3回の
場合） 6月30日

地方税／ 個人の道府県民税及び市町
村民税の納付（第1期分） 
 市町村の条例で定める日

労　務／ 健康保険・厚生年金保険被
保険者賞与支払届 
 支払後5日以内

労　務／ 児童手当現況届（市町村役
場に提出） 6月30日

あじさい
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地
域
で
事
業
を
行
っ
て
い
る

者
で
す
が
、
高
齢
化
等
の
問
題

で
年
々
地
域
が
衰
退
し
て
き
て

い
ま
す
。
若
者
や
働
き
盛
り
の

世
代
が
参
画
で
き
る
地
域
づ
く

り
の
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

同
志
社
大
学
政
策
学
部
の
新
川
達

郎
教
授
の
研
究
等
を
参
考
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
い
き
ま
す
。

１　

若
者
や
働
き
盛
り
世
代
と�

　

地
域
づ
く
り
の
関
係
性

　

全
国
的
に
見
て
、
地
域
の
若
者
や

働
き
盛
り
世
代
が
積
極
的
に
地
域
づ

く
り
に
関
わ
っ
て
成
果
を
上
げ
て
い

る
例
は
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
や
地
方
自
治
体
、
大
学
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
が
、
地
域
住
民
と
と
も

に
問
題
解
決
に
取
り
組
む
活
動
も
活

発
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
展

し
、
地
域
の
担
い
手
が
少
な
く
な
っ

た
状
況
で
は
、
次
世
代
の
参
画
は
改

め
て
特
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
要
点
は
、
地
域

社
会
を
維
持
で
き
る
条
件
を
回
復
す

る
と
と
も
に
、
単
に
か
つ
て
あ
っ
た

状
況
に
復
帰
す
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
新
た

な
発
想
や
行
動
様
式
で
地
域
の
活
性

化
を
目
指
し
始
め
た
点
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
現
実
に
は
、
地
域
と
若
者

や
働
き
盛
り
世
代
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
世

代
と
地
域
が
良
い
関
係
性
を
育
む
た

め
に
は
、地
域
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

企
業
や
国
、
地
方
自
治
体
、
特
に
市

町
村
の
役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
れ
ら
が
適
切
に
働
か
な
い
と
き

に
多
く
の
失
敗
例
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。

２　

若
者
と
働
き
盛
り
世
代
の�

　

活
躍
条
件

　

実
際
に
若
者
や
働
き
盛
り
世
代
が

活
躍
す
る
と
き
、
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ

の
現
場
で
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い

る
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

典
型
的
な
活
動
の
一
つ
は
、
地
域

の
現
場
で
若
者
や
働
き
盛
り
世
代
が

活
動
の
主
体
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い

る
場
合
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
地
域
の
外
の
団
体
と

連
携
し
て
活
動
す
る
場
合
で
す
。
子

育
て
支
援
や
青
少
年
教
育
、
高
齢
者

へ
の
福
祉
、
障
が
い
者
の
就
労
支
援

等
の
事
業
を
若
者
の
発
想
で
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
事
づ
く
り
や
商
品
開
発

な
ど
地
域
資
源
に
着
目
し
た
活
動
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ビ
ー
ル
の
素

と
な
る
ホ
ッ
プ
の
蔓
は
通
常
捨
て
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
あ
る
高
校
の
生
徒

が
主
体
と
な
り
名
刺
な
ど
の
原
料
と

し
て
二
次
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
の
活
動
パ
タ
ー
ン
と
し
て
、

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
何
ら
か

地域が抱える課題（自治体） （2014年版中小企業白書より）都道府県
人
口
減
少

少
子
高
齢
化

商
店
街
・
繁
華
街
の
衰
退

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
不
在

観
光
資
源
の
不
在

大
規
模
工
場
等
の
製
造
業
の
不
在

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退

脆
弱
な
交
通
イ
ン
フ
ラ

そ
の
他
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3─６月号

の
生
業
を
持
ち
つ
つ
、
伝
統
的
な
地

域
団
体
活
動
に
参
加
し
、
そ
の
地
域

づ
く
り
の
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
パ
タ
ー
ン
と
し
て
、
地

域
の
外
に
い
る
若
者
た
ち
が
一
時
的

に
地
域
に
滞
在
し
、
地
域
と
の
交
流

を
深
め
地
域
活
動
を
行
う
場
合
で
す
。

森
林
の
整
備
や
農
作
業
、
お
祭
り
な

ど
行
事
の
手
伝
い
な
ど
が
主
な
活
動

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、調
査
・

研
究
、
就
労
体
験
型
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
等
も
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
地
域
社
会
の
維
持
や
活

性
化
に
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
手

法
で
貢
献
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
組
織
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
公
益
法
人
、
大
学
、
地
方
自

治
体
が
支
援
し
て
い
る
も
の
は
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
経
営
も
、
寄

附
金
や
補
助
金
と
し
て
賄
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
仕

事
に
せ
よ
支
援
に
せ
よ
、
財
政
的
な

基
礎
が
あ
る
こ
と
は
必
要
条
件
で
す
。

３　

活
躍
で
き
る
環
境�

　

〜
連
携
か
ら
協
働
へ

　

若
者
や
働
き
盛
り
世
代
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
地
域
づ
く
り
活
動
の
支

援
団
体
は
、
地
域
型
の
各
種
団
体
で

あ
り
、
若
者
等
が
地
域
に
デ
ビ
ュ
ー

す
る
と
き
の
重
要
な
ス
テ
ー
ジ
と
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
団
体
が
何
を
目
的
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル
で
運
営
さ

れ
て
い
る
か
、地
域
の
側
、団
体
の
側

か
ら
明
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

第
三
者
か
ら
見
て
も
、
わ
か
り
易

く
そ
の
活
動
の
魅
力
を
発
信
で
き
て

い
る
か
な
ど
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
他
、
大
学
、
国
や
県
、
市
町

村
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
支
援
す
る

場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
違
い
を

認
識
し
お
互
い
に
理
解
し
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で

地
域
を
基
盤
と
す
る
協
働
は
地
域
的

な
価
値
を
創
出
し
、
地
域
の
活
性
化

に
大
き
く
結
び
つ
き
ま
す
。

４　

地
域
づ
く
り
に
関
わ
る�

　

次
世
代
人
づ
く
り

　

地
域
の
次
世
代
を
担
う
人
的
資
源

を
ど
の
よ
う
に
発
見
し
、
育
て
、
ど

の
よ
う
に
活
躍
し
て
も
ら
う
か
。
そ

の
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
人
材
が

ど
こ
に
い
る
か
知
る
こ
と
で
す
。

　

二
〇
一
四
年
の
内
閣
府
世
論
調
査

に
よ
れ
ば
、
都
市
住
民
の
う
ち
、
農

山
漁
村
地
域
に
定
住
し
た
い
願
望
を

持
っ
て
い
る
人
は
三
一
・
六
％
で

二
〇
〇
五
年
調
査
時
の
二
〇
・
六
％

に
比
べ
て
一
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
増
え

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
地
域
移

住
へ
の
潜
在
的
な
需
要
が
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
地
域
の
人
や
モ
ノ
な
ど
に
何

ら
か
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
り
、
子

供
の
頃
の
体
験
が
カ
ギ
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
地
域
へ
の
思
い
や
気

づ
き
を
深
め
、
そ
の
思
い
を
共
有
す

る
こ
と
で
地
域
を
刷
新
す
る
力
が
発

揮
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
に
活
躍
す
る
人
は
、

現
場
で
学
び
な
が
ら
育
つ
と
い
う
側

面
が
あ
り
ま
す
。
地
域
づ
く
り
は
実

践
が
伴
わ
な
け
れ
ば
誰
も
評
価
し
て

く
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
実
践
す

る
機
会
を
有
し
、
行
動
の
反
省
や
、

や
り
直
し
も
許
容
す
る
こ
と
が
大
切

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
づ
く
り
に
際
し
て
も
学

び
の
環
境
整
備
が
重
要
で
す
。

　

現
場
の
提
供
や
そ
の
場
の
実
践
だ

け
で
気
づ
き
や
共
感
を
深
め
、
地
域

参
画
の
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
そ
の
地
域
を
越
え
て
幅
広
く
学

ん
で
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

地
域
へ
の
思
い
や
行
動
の
意
味
を

理
解
し
、
そ
う
し
た
気
づ
き
が
あ
る

人
は
育
ち
始
め
、
成
長
し
ま
す
。
こ

う
し
た
環
境
は
地
域
や
関
係
者
、
関

係
団
体
の
中
だ
け
で
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
地
域
の
外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
通
じ
て
達
成
で
き
る
学
び
や

気
づ
き
、育
成
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

人
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
交
流
や

連
携
が
カ
ギ
と
な
り
ま
す
の
で
、
形

だ
け
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
な
く
、

実
際
に
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
働
か

な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
外
の
視
点
や
能
力

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

５　

終
わ
り
に

　

高
齢
化
社
会
及
び
人
口
減
少
が
進

み
、
従
来
あ
っ
た
地
域
社
会
を
維
持

す
る
力
が
弱
体
化
し
て
い
る
こ
と
は

否
め
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
条
件
の
中
で

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
何
ら
か
の
社
会
刷
新
が
必
要
と

さ
れ
ま
す
。

　

自
分
事
と
し
て
、
地
域
の
魅
力
に

気
づ
き
、
関
心
を
持
ち
、
行
動
を
起

こ
す
こ
と
が
重
要
で
、
そ
こ
か
ら
地

域
づ
く
り
へ
の
参
画
と
新
た
な
ア
イ

デ
ア
（
地
域
の
独
自
の
魅
力
等
）
の

実
現
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
地
域
の
未
来
を
拓

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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　2015年10月、M建設が施工主となっ
て建設した横浜市のマンションで、工事の
一部に不備があったことが明らかになりま
した。その建設の杭打ち工事を請け負った
建材会社が施工報告書のデータの一部を書
換え（偽装）ていたことを認めたのです。
　偽装問題は以前にも起きています。
　2005年11月、千葉県にあった建築設計
事務所の元一級建築設計士が地震に対する
安全性の構造計算書を偽装したことを、国
土交通省が公表したことから始まる事件で
す。国土交通省の問題公表後、建築基準法
に定められた耐震基準を満たさないマンシ
ョンやホテルが全国各地で建設されていた
ことが次々と明らかになりました。
　購入者は泣き寝入りということになり、
消費者心理は少し高くても大手建設業者が
建築したものにしようという流れになった
のですが…。

　2015年の事件は「大手建設業者でもル
ールが守られていないのか」といった批判
となり、建設業者全体への信頼が揺らぎま
した。
　なぜ、ルールが守られないのでしょうか？
　経営コンサルタント・Ｓ氏は以下のよう
にその原因を指摘します。
①国内建設投資の減少により建設業者の生
き残り合戦が激化
②重層的な工事請負による利益の減少
③建設業界には序列変更が起こりにくい
④建設業界による事業環境の整備の遅れ� �
⇒若者が入ってこない等。
⑤人材育成の遅れ� �
⇒�事業計画のないまま経営を行っていた
り、熟練工の育成がなされず時代に対
応できなくなってきている。

⑥建設事業に対する責任とプライド及び魅
力の低下� �
⇒�人命にかかわる仕事であり、品質を守
る意識が薄れてきている。

等です。

　多くの中小企業は、ヒト・モノ・カネ・
情報などの競争条件が大企業に対し不利な
ので、経営者は情熱・願望・向上心（メン
タル面）を日々鍛錬することが重要になり
ます。
　更に、会社の経営を圧迫するようなこと
でなければ、新しい試みを行う必要があり
ます。
　そのためには、経済的・労働的・時間的
投資など代償がなくては実現しません。し
かし、多くの経営者は、お金は失いたくな
い、という目先の「小さな欲」と本当に実
現するだろうかという「疑いの心」が「試み
る」ことをためらわせます。そこで試みる
ために、
　①安全な範囲の金額を計算する
　②個人の費用で先行投資する
　③研究は早朝か休日をあてる
　これらのことで「小さな欲」と「疑いの心」
を小さくしていきます。自分なりに作戦を
考えて進めていきたいものです。

　
あ
る
栄
養
専
門
家
は
、
次
の
よ
う

に
話
し
ま
す
。

「
人
間
の
歯
並
み
は
実
に
よ
く
で
き

て
い
る
。
歯
の
形
と
そ
の
数
に
よ
っ

て
、
食
べ
る
べ
き
食
物
を
よ
く
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。

　
人
の
歯
は
上
下
合
わ
せ
て
三
十
二

本
、
う
ち
臼
歯
が
二
十
本
、
犬
歯
が

四
本
、
門
歯
が
八
本
あ
る
。

　
臼
歯
は
米
・
麦
・
豆
類
を
噛
む
の

に
便
利
な
よ
う
に
そ
の
名
の
ご
と
く

臼
型
に
で
き
て
い
て
、
そ
の
数
も
多

い
。
人
間
の
主
食
が
穀
類
で
あ
る
こ

と
を
証
明
し
て
い
る
。

　
犬
歯
は
先
が
尖
り
、
肉
類
を
噛
み

切
る
の
に
便
利
で
、
歯
の
数
は
臼
歯

の
五
分
の
一
の
四
本
。

　
門
歯
は
菜
類
や
果
物
を
噛
み
切
る

の
に
便
利
で
犬
歯
の
二
倍
の
八
本
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
人
間
は
穀

類
を
主
食
と
し
、
野
菜
と
果
実
と
、

少
し
の
肉
類
を
副
食
物
と
す
る
の
が

理
に
適
っ
た
栄
養
食
で
あ
る
」

設計施工偽装の問題

「試みる」には
歯
と
栄
養


